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万葉集 ｢懸け｣の事例について
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初稿本)同精撰本 ･考 ･古義 ･美夫君志 ･左















































































































◎ この線上にあるのは,- 僻案抄 ･考 ･略解 ･墨






折口氏口訳 ･新講 ･武田氏 (新解 ･全訳 ･全注釈)
･沢潟氏新釈 ･斎藤氏人暦評釈篇 ･窪田氏評釈･･｡
⑦ ｢名高い｣と解した面々は次のようです｡- 代
匠記 ･全釈 ･新解 ･大系本っ
も一つ,次のものは曲訓とでもよぶべきものです｡
ナ■カカ
名輝ス 略解 ･折口氏口訳,
⑧ 梅が枝にきゐる鴬春かけて鳴けどもいまだ雪はふ
りつつ (古今集 5歌)
通解は,冬から春にかけて｡
まだ雪がふっていて冬のけはいです｡だのに駕の
鳴き声は春を思わせ,春をなぞらえています｡右の
ことを佐伯氏が言い当てています｡それは,
鳴き声に春をかけて鳴くけれども｡春だ春だ
と言っているように鳴くけれども｡(古典文学
大系 ｢古今集｣頭注)
◎ 石母田氏は第3歌を徹底的に批判しました｡それ
については本紀要の前号で再批判しました,
石母田氏は同じ調子で主題歌の批判を付記しまし
た,
一方,石母田氏の尻馬に乗ったのは清水克彦氏で,
第3歌と主題歌を詳しく批判しています｡ここには主
題歌評を引用し,私見を加えます｡
日本古典文学大系の万葉集で,
山越しに吹いて来る風が絶えないので (袖がい
つもひるがえり),家に帰ることばか り思われ
て,云々 (傍点筆者)
と解しているが,もっとも作者の心情に迫った解
釈ではないかと思うのだが,そうだとすれば,作者
はこの反歌において,長歌における右の部分の意味
をふまえ,反復し,強調している事になる｡作者自
身,この技巧的,機智的な表現の達成に得意だった
もののようである｡(同氏万葉論集22-3ペ)
これは誤解にもとずく邪推です｡身に覚えのないこ
とまで数え立てられては作品も作者もたまったもので
はありません｡
七句へだてて ｢かへらひ｣に掛け,｢かへらひ｣
を掛詞とする表現は,作者自身,この技巧的,機智
的な表現の達成を得意がっているようだが,ここで
はその技巧性や横智性のみが強く迫って,望郷の愁
いは背後へ沈んでしまう｡-･･これらの表現は,一
首の主眼とする感情を明確にし,強調する為に役立
っていないのみならず,かえってそれを不明確にし
てしまっている｡(同書23-4ペ)
引用が長びくのでやめます｡要するに,清水氏は結
諭します｡- 主題歌は失敗作だ｡失敗故に歌謡から
独立し,高次の作品-の出発だった｡｢このような形
式や技巧の中に,それにふさわしい精神が盛られた時
期｣.- それは古今集の時代だとのこと｡(同書25ペ
参照)
ついに傍白せずにはいられません｡- この人は万
葉の真髄がなにであるかがちっともわかっていないの
だな｡
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